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令和元年度 京橋築地小学校 外部評価報告書 

外部評価委員：松岡誠一郎、徳堂康彦、江村光良、森田俊秀、鈴木康介、中村輝樹、 

片山善明（敬称略） 

報告書作成者：峯川一義 

評価時期  令和２年２月 

１ 重点目標の評価 

(1) 重点目標１（丈夫な体とたくましい心を育てる） 

〇５・６年生の館山臨海学校の遠泳についての評価指標に「泳力を伸ばし、目標の級に進

級することができたか。…」とある。外部評価委員から「参加していない学年の児童や

保護者も評価する」ことについての質問があった。また、この行事の意義や目的につい

ても検討を要望する委員の意見もあった。一方、教職員は肯定的な回答が 100％であり、

学校はこの調査項目についての適切な説明が求められる。 

〇持久走にかかわる質問では、保護者は 90％以上が肯定的評価なのに対し、教職員は肯定

的な評価は約 50％で、特に、「十分達成」と回答したのは「０」である。学校の重点目

標について、教職員がどのように意識して取り組んだのかを振り返り、具体的な数値目

標を定めて改善策を示す必要がある。 

(2) 重点目標２（言葉の力を育てる） 

〇保護者への３つの質問項目はいずれも 80％が「十分達成」、あるいは「達成」であり、

児童もほぼ同様の結果であった。しかし、教員の評価では、「…語彙が広がり、適切に用

いる力が伸びたか」については、「十分達成」が「０」、「達成」が約 65％、「要改善」が

約 35％であり、教員の評価の方が実態に近いと考える。重点目標２の大きな課題と捉え、

具体的な改善策が必要である。 

(3) 重点目標３ (互いに認め合い、思いやる人間関係を育てる) 

〇３つの重点目標の中で、保護者はいずれの質問に対しても肯定的な回答が 90％を超えて

いる。また、ほとんどの教員が「十分達成」「達成」と回答しており、子供たちの学校生

活における人間関係が円滑であり、教職員の指導の成果と考えられる。 

２ 今後の改善に向けた意見 

〇保護者アンケートの回収率が 60％に満たなかった。外部評価委員から「物言わぬ批判」

との指摘があった。回収する学校の体制に問題はなかったのか、この状況を真摯に受け

止め次年度に向け改善が必要である。 

〇児童アンケートの「先生は悩みなどについて話しやすいか」に対して、約 30％の児童が

否定的であり、過去３年間の中でも最多である。子供に寄り添う教師のあるべき姿を話

し合い実践することを期待する。 

３ その他の意見 

〇教職員の評価で、「十分満足」が 60％超で「満足」と合わせて 100％である設問の上位

は「特別支援教育」「保護者、地域住民との連携」「保健管理」の順である。特に、「保護

者、地域住民との連携」は保護者も「十分満足」が 80％超、満足と合わせると 98％で、

保護者、地域の期待に応える教育活動が行われていることがうかがえる。 

〇全体的に教員の評価は、「十分達成」「達成」が 90％を超え 100％に近いものが多く、日

頃の教育活動に自信をもって取り組み成果を上げている姿が、自己評価から見えてくる。 

 児童の健やかな成長に寄与するよう一層の教育活動の充実を期待する。 




